
平成 28 年度 第 1 回 大阪府立中央聴覚支援学校 学校協議会議事録 概要 

 

日時：平成 28 年 5 月 20 日（金） 15:15~17:00 

場所：高等部 4 階会議室 

 

１ 事務局より開会にあたっての説明 

 

２ 学校長挨拶 

 

３ 学校協議会委員の紹介 

 

４ 出席教職員紹介 

 

５ 学校の様子について 

  （幼稚部） 

   ・ 在籍 22 名。徐々に毎日の生活に慣れて元気に通学している。生活面、給食や遊

び中心に他の子の様子も見ながら楽しく過ごしている。 

   ・ 早期教育相談も増えてきている。子育てについて話し合いながら進めている。 

   ・ 小中へ、のちには社会へつなげていけるよう頑張っていく。 

 

  （小学部） 

   ・ 1 年生 7 名、転校生 5 名、小学部全体で 51 名。50 人以上いる聾学校は全国的に

も珍しい。遠足や新入生歓迎会も終わり、新しい児童会も始まって、責任を持っ

て仕事をしている。新 2 年生も急にお兄さんお姉さんらしくなり、小さい子にや

さしく接している。保護者の悩みなどに傾聴しながらサポートしていきたい。 

 

  （中学部） 

   ・ 中学部は 41 名。3 年生の目標は進路は自分で決めること、2 年生は後輩の見本

になること、1 年生は中学生の自覚を持つことである。大きな問題もなく、来週か

ら中間テストが始まる。 

・ 統一テストがなくなり、チャレンジテストの形に変わる。進路指導ももれがな

いようにしていく。 

   ・ クラブ、近聾陸上など、団体優勝めざして頑張っている。 

 

 

 



  （高等部） 

   ・ 1 年生本科 16 名、専攻科 2 名、合計 18 名。高等部総勢 19 名でスタートした。

「周りが 1 番、自分が 2 番」ということを生徒に話している。家庭の方にも同じ

ような考え方でできたらと話している。丁寧に子どもたちと接し、成長を見守る。 

 

  （寄宿舎） 

   ・ 13 名でスタート。中高、年齢をばらばらに混ぜた部屋構成をしている。身近な

将来像を持たせるため、いろいろな会話の場、交流の場を設けている。 

 

６ 平成 28 年度 学校経営計画について 

   平成 28 年度の学校経営計画について、学校長より説明 

 

   めざす学校像 

    １ 人権を尊重し、安全で安心して学べる学校づくりを進める学校。 

     → 学校が防災の拠点であり、1 番の土台。東日本大震災では海辺から 20 ㎞離

れた小学校でも、川が逆流し、木材置き場がダム状になって津波に飲み込ま

れた。上町台地といえども、安全対策を考える必要がある。 

 

    ２ 個の教育的ニーズに応じた専門的な指導を行う学校。 

     → 発達障がいの子どもたちもいる。発達段階に応じた指導をしていく。教育

支援計画は、自分がやりたい、なりたいという気持ちを育てるうえでも重要。

授業研究もどんどん進めていきたい。 

 

    ３ 障がいに対する認識を深め、社会参加に必要な知識と技能の習熟を図る学校。 

     → 社会に参加し、貢献していくためには、コミュニケーションの力をつけて

いくこと。社会に出れば手話ができる人は少ない。どのように自分の思いを

伝えるのか、自立活動プログラムを使って力をつけていく。 

     → キャリア教育については、生徒が将来的に納税者としてやっていくことも

見据えて進めていく。 

     → クラブ活動を通して生徒の協調性を育む。 

 

    ４ 聴覚障がい教育における今日的課題についての研究に取り組み、専門性の向

上を図る学校。 

     → 五代五兵衛氏が作った歴史、また本校の場所がいろいろ変ってきているこ

とも全国的に珍しいが、その歴史をふまえ、専門性の継承を図る。 

 



    ５ 聴覚障がい教育のセンター的機能を充実させる学校。 

     → センター的機能を充実させ、地域と連携しながらすすめていく。 

 

  ＜委員からの意見・質問＞ 

  ・中学部の進路状況について質問があった。 

    → 重複クラスは本校高等部や府立知的支援校へ。単一クラスは高等学校やだい

せん、本校高等部へ進学する。就職する者はいない。 

 

  ・手話研修会について質問があった。 

    → 新転任の先生方を対象に実施している。新任の先生については自分でも努力

している。 

 

  ・地域の防災訓練について、本校も参加していただきたい。また、地域の文化祭など

にも出品するなどして参加してほしい。 

 

  ・校内の廊下、階段などを確認し、安全面の改善をお願いしたい。避難訓練をする前

に確認をお願いします。 

 

  ・進路に関して、中学部段階での高校の選び方について、卒業生の実績などデータベ

ースがあれば保護者に早めに教えてもらいたい。一般の塾では情報が足りない。 

 

  ・合理的配慮に関して、もう一度支援学校の方で適切にできているのか、授業構築も

含めて自己点検も視野に入れて取り組んでほしい。 

 

  ・大阪市立から大阪府立に変わって、追加の業務などが先生方の負担にならないよう

に。生徒に影響がないようにしてください。 

 

７ 事務局より事務連絡 

  ・第 2 回 学校協議会の案内 

 

８ 閉会 

 

 


